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地域工芸品のデザイン開発 
― 桐工芸品のデザイン開発事例 ― 

工芸・意匠部 佐藤  茂  

 

1. 緒 言 

本県の結城市には，「桐下駄」「桐タンス」の伝統産業がある。その歴史は古く，南北朝から室

町時代にかけてすでに桐が栽培されていたといわれ，「桐下駄」も元禄のころには作られていたと

推定されている。地元の桐をはじめ，会津や南部の桐材を買い付け，桐材の集散地として栄え，以

後，船箪笥やカルコ，一般の婚礼調度品などを作るようになった。 

桐材の現状をみてみると，昭和30年の約3万本から昭和32年には約7万本植栽されているが，伐採

される20年後の昭和52年以降，生産量は依然横ばいである。このように蓄積があり，且つ前述のよ

うに技術もありながら，それを活かしきれていないでいる。最近は木のもつ「ぬくもり」とか手作

りの良さが見直されているとはいうものの，日本の生活様式が和式から洋式に変わっている現在，

かつてのような大巾な伸びは期待できない。従来の「桐タンス」「桐下駄」のイメージにこだわら

ない桐の使い方を推し進めていく。 

 

2. 桐材の性質 

2.1 桐材の 

 物理的性質 

桐の物理的性質は表

１のNo.1に示され，こ

れより以下のことがい

える。 

・比重が軽い（国産広

葉樹では最低） 

・収縮率が低い 

・熱伝導性が低い 

・発火点が高い 

このほか，材質はや

わらかく，割裂を生じ

ることも少なく，加工

性が良い。 
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2.2 桐材の材色 

図１に示すように桐材の材

色は灰白色である。表面仕上

げは中庸であるが，研磨によ

って光沢が出る。また，木理

通直で，肌目はやや疎である。 

しかし，これら以上に中央

部（樹心）に穴があいている

ことが最大の特徴である。  

 

3. 桐材のデザインの展開 

3.1 デザイン・コンセプト 

桐材はその軽さ，防湿性のため，収納を目的とするタンス類に使用されることが多い。しかしこ

こではそれだけに注目せず，他の使い方を考えてみることにする。そのひとつとして，本来製品に

求められる「実用性」「機能性」または「合理性」「生産性」から少し離れて，「遊戯性」「嗜好

性」を取り入れてデザインしてみる。 

その方法を以下に示す。 

・素材として扱う · · · · · ·  製品をつくるための原料とせず，目的を果たす素材とする。 

・過度の加工は避ける · ·  熟練を要する仕口やミクロン単位の精度では展開しにくい。 

・ノンスケール · · · · · · · · ·  尺貫法，メートル法などスケールを無視した木取りをする。 

・短所も使う · · · · · · · · · · ·  節，丸み，樹心などを取り除くのではなく，むしろそれらを利用する。 

・偶然性をもたせる · · · ·  二つとして同じものを作らないため治具などは用いない。 

3.2 アイディア・スケッチ 

以上のような考え方の基でアイディア・スケッチをしたので，その何点かを記載する。 

 

・ピンナップボード 

桐の丸太を縦方向に

鋭角に切り取り，楕

円となった面を鋲さ

しできる面とする。 

 

 

 

 

・スツール 

切り口の系が400mmの材

は得にくいので3本あるい

は4本を接合してスツール

にする。他に高さを調整す

れば花台なども考えられ

る。 

 

図１ 樹種による明度と色度 
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・スタンド 

角材でシェードを作る。各々の角材に隙間をつけそこから光が発

散するようにする。また，角材の一面を焼き，並列するとき45度

以外の角度をつけることによって，見る角度で違った表情を出す

ようにする。 

・箱 

部分的に焼いて，二次的な表面に凹凸をつける。あるいはその逆

に部分を残して全体を焼くこともできる。さらに芸術的な模様，

イニシャルなども考えられる。 

 

 

4. 結 言 

現在，アイディア・スケッチの検討及び試作中である。今後，桐材の使用範囲，デザイン・コン

セプトを限定することなく，そのデザイン・ソースを家具業界以外にも広く求め，桐材の応用分野，

更には可能性の検討をすすめていく。 
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